
実施年月日 平成２８年７月１日（金）午前１０時～正午 

会   場 坂井輪地区公民館 ４階 講座室１ 出席委員 ７名 傍聴人 ０名 

出 席 者 委員 

 

郷扶二子、伊藤智之、高橋真規子、土田幸子、 

石川 潤、横坂幸子、松尾雅美 

事

務

局 

 

坂井輪地区公民館 阿部靖壽、白井嘉弘，高橋勇人 

西地区公民館 前田和隆、南部浩美 

黒埼地区公民館 鳴海俊明、小竹憲幸 

小針青山公民館 佐野憲昭、渡邉ますみ 

議   題 １ 平成２８年度新潟市公民館事業の基本方針について 

２ 平成２７年度西区公民館事業報告及び事業評価，平成２８年度事業計画について 

審議内容について以下に記載する。 

坂井輪地区公民館長あいさつ、委員自己紹介、職員自己紹介、議長あいさつに続き審議に入る。 

・平成２８年度新潟市公民館事業の基本方針及び重点事業の６事業について説明。 

・平成２７年度西区公民館事業報告及び事業評価、平成２８年度事業計画について、坂井輪地区公民館 

阿部館長，西地区公民館前田館長，黒埼地区公民館鳴海館長，小針青山公民館佐野館長の順で資料説明。

各公民館では，市の基本方針に基づき，地域性を考慮した特色ある事業を計画どおり進めている。 

 

 

委員からの意見等 

・出前講座で利用団体を講師として派遣。学・社・民の連携が良い。 

・某中学校長からの要望があり，子どもたちとのコミュニケーション力向上を図るため利用団体から学校 

に行ってもらった。年末の３日間を使いコーディネーターと連携して実施した。結果，好評であり生徒 

も利用団体の人たちも異年齢の交流ができ，特に利用団体の人たちが生き生きとしていた。 

・公民館利用団体の減少に歯止めをかけるため，サークル化を目的として事業を実施。チラシの中にも記 

載するとともに事業中も説明して，終了後サークル結成することができた。初めからサークル化を目的 

として事業を進めないと難しい。 

・ゆりかご学級の中でもサークル化を図っている 

・学校は地域を知る。公民館は学校を知る。公民館と利用者が生涯学習について頑張っている。 

 講座からリーダーを発掘 ⇒ そのリーダーがサークルを作る ⇒ サークルが講座の講師になれるよ 

 うなサイクルができれば素晴らしい。 

・予算が少ない中でそれぞれの館が創意工夫して事業計画し，活動協力員，利用者等が連携して公民館事 

業を展開している。 

 

 

 

審議終了 

 


